
参
議
院
議
員
田
村
智
子
君
提
出
米
海
軍
厚
木
基
地
に
お
け
る
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
七
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
（
以
下
「
合
衆
国
軍
隊
」
と
い
う
。
）
は
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及

び
安
全
保
障
条
約
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
六
号
。
以
下
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
の
目
的
達
成
の
た
め
に
我
が
国

に
駐
留
し
て
お
り
、
空
母
艦
載
機
着
陸
訓
練
等
は
、
同
目
的
達
成
の
た
め
、
空
母
艦
載
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
練
度
の
維
持
を

図
り
、
即
応
性
を
確
保
す
る
と
の
観
点
か
ら
必
要
な
訓
練
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
空
母
艦
載
機
に
よ
る
騒
音
に
つ
い
て

は
、
関
係
す
る
飛
行
場
周
辺
の
住
民
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
米
側
に
対
し
、
空
母

艦
載
機
着
陸
訓
練
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
硫
黄
島
で
実
施
す
る
よ
う
求
め
て
ま
い
る
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
政
府
と
し
て
は
、
累
次
の
機
会
に
、
厚
木
海
軍
飛
行
場
に
お
け
る
騒
音
規
制
措
置
に
関
す
る
日
米
合
同
委
員
会
合

意
（
以
下
「
厚
木
騒
音
規
制
合
意
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
航
空
機
に
よ
る
騒
音
の
影
響
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
よ
う
米

側
に
申
入
れ
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
合
衆
国
軍
隊
は
、
空
母
艦
載
機
着
陸
訓
練
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
も
、
周
辺
住
民
に
対

す
る
騒
音
の
影
響
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
苦
情
件
数
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
六
日
に
防
衛
省
が
関
係
地
方
公
共
団
体
に
確
認
し
た
と
こ



ろ
に
よ
れ
ば
、
神
奈
川
県
、
大
和
市
、
綾
瀬
市
、
海
老
名
市
、
横
浜
市
、
相
模
原
市
、
藤
沢
市
、
茅
ヶ
崎
市
、
座
間
市
及
び

町
田
市
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の
件
数
は
、
同
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
が
二
千
六
百
七
十
二
件
、
同

月
二
十
七
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
が
七
百
二
十
八
件
で
あ
り
、
ま
た
、
同
省
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の
件
数
は
、
同
月

二
十
二
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
が
九
百
八
十
二
件
、
同
月
二
十
七
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
が
三
百
三
十
八

件
と
把
握
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
騒
音
の
レ
ベ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
同
省
が
同
月
二
十
二
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
、
厚
木
海
軍
飛
行

場
周
辺
に
設
置
し
て
い
る
航
空
機
騒
音
自
動
測
定
装
置
に
よ
り
、
同
飛
行
場
の
滑
走
路
北
側
に
近
接
し
た
大
和
市
上
草
柳
二

百
六
の
地
点
（
以
下
「
北
側
地
点
」
と
い
う
。
）
及
び
同
滑
走
路
南
側
に
近
接
し
た
同
市
福
田
二
百
五
十
四
の
地
点
（
以
下

「
南
側
地
点
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
騒
音
を
測
定
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
（
加
重
等
価
継
続
感
覚
騒
音
レ
ベ
ル
）
を
算
出
し

た
と
こ
ろ
、
北
側
地
点
で
は
、
同
月
二
十
二
日
が
百
・
〇
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
同
月
二
十
三
日
が
百
十
三
・
三
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、

同
月
二
十
四
日
が
百
八
・
九
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
で
あ
り
、
南
側
地
点
で
は
、
同
月
二
十
二
日
が
百
十
二
・
一
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、

同
月
二
十
三
日
が
百
六
・
四
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
同
月
二
十
四
日
が
九
十
七
・
四
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
で
あ
っ
た
。

二
、
三
及
び
六
に
つ
い
て



政
府
と
し
て
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
一
日
午
後
九
時
頃
、
在
日
米
軍
司
令
部
か
ら
、
運
用
上
の
都
合
に
よ
り
、
空

母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
出
港
が
数
日
間
遅
れ
、
そ
の
間
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
練
度
を
維
持
す
る
た
め
、
同
月
二
十
二
日

か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
の
間
、
同
空
母
艦
載
固
定
翼
機
全
機
種
に
よ
る
着
陸

訓
練
を
厚
木
海
軍
飛
行
場
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
、
天
候
や
航
空
機
の
整
備
等
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、
所
要

の
訓
練
を
完
了
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
変
更
し
、
午
後
八
時
以
降
の
飛
行
を
必
要
と
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
の

通
知
が
あ
り
、
同
月
二
十
二
日
午
前
八
時
三
十
分
頃
、
関
係
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
旨
の
連
絡
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

外
務
省
か
ら
は
、
同
月
二
十
一
日
中
に
、
在
京
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
使
館
に
対
し
て
、
空
母
艦
載
機
着
陸
訓
練
は
、
で
き

る
限
り
硫
黄
島
で
実
施
す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、
仮
に
硫
黄
島
以
外
の
場
所
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、

厚
木
騒
音
規
制
合
意
等
を
遵
守
し
、
周
辺
住
民
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
ほ
か
、
同
月
二
十
四
日
及
び

同
年
六
月
七
日
に
も
、
米
側
に
対
し
て
同
様
の
申
入
れ
を
行
っ
た
。
防
衛
省
か
ら
は
、
在
日
米
軍
司
令
部
に
対
し
て
、
同
年

五
月
二
十
二
日
、
空
母
艦
載
機
着
陸
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
実
施
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
周
辺
住
民
へ
の
影
響
の
軽
減

に
最
大
限
努
力
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
ほ
か
、
同
月
二
十
三
日
に
は
、
同
月
二
十
二
日
に
実
施
さ
れ
た
訓
練
に
係
る
状
況
を



踏
ま
え
、
昼
夜
を
問
わ
ず
訓
練
を
必
要
最
小
限
と
す
る
こ
と
、
可
能
な
限
り
早
い
時
間
に
訓
練
を
終
え
る
こ
と
な
ど
、
騒
音

の
影
響
の
軽
減
に
最
大
限
努
力
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

御
指
摘
の
「
訓
練
計
画
の
全
容
」
等
に
つ
い
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
合
衆
国
軍
隊
は
、
厚
木
騒
音
規
制
合
意
を
遵

守
し
、
周
辺
住
民
に
対
す
る
騒
音
の
影
響
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
出
港
が
延
期
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
米
側
か
ら
、
原
子
炉
を
含
む
同
空
母
の
安
全

性
に
影
響
を
与
え
る
事
情
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
合
衆
国

軍
隊
の
運
用
に
関
わ
る
事
柄
で
も
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
同
月
三
十
日
に
か
け
て
の
深
夜
に
お
け
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
米
側
か
ら

具
体
的
な
通
知
は
な
か
っ
た
が
、
日
米
安
保
条
約
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
同
訓
練
に
係
る
状
況
も
踏
ま
え
、
同
月
二
十
九
日
及
び
同
年
六
月
七
日
、
外
務
省
か
ら
、
米
側
に
対
し
、
航
空
機
訓

練
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住
民
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
申
入
れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。



八
に
つ
い
て

日
米
安
保
条
約
及
び
そ
の
関
連
取
極
に
よ
り
、
米
国
は
我
が
国
の
安
全
に
寄
与
し
、
並
び
に
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和

及
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
た
め
、
我
が
国
の
施
設
及
び
区
域
を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
空
母
ジ

ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
含
む
米
第
七
艦
隊
の
我
が
国
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
、
我
が
国
の
安
全
並
び
に

極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
我
が
国
か

ら
米
側
に
対
し
、
公
表
可
能
な
調
査
報
告
書
の
写
し
を
提
供
す
る
よ
う
申
し
入
れ
、
米
側
か
ら
は
、
当
該
事
故
の
調
査
結
果

は
提
供
可
能
に
な
り
次
第
報
告
す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。


